
2018年度 介護報酬改定 



Ⅰ.介護保険施設 
【定義】介護保険法第8条第28項 

介護老人保健施設とは、要介護者に対し、施設サービス計画に基づい
て、看護、医学的管理の下における介護及び機能訓練その他必要な
医療並びに日常生活上の世話を行うことを目的とする施設。 

 

介護老人保健施設とは、要介護者であって、主としてその心身の機能
の維持回復を図り、居宅における生活を営むことができるようにするため
の支援が必要である者に対し、施設サービス計画に基づいて、看護、医
学的管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医療並びに日
常生活上の世話を行うことを目的とする施設。（平成29年6月2日公布、平成30年4月1日施行） 

➡ 在宅復帰、在宅療養支援のための地域拠点となる施設 

  リハビリテーションを提供する機能維持・改善の役割を担う施設 



在宅復帰在宅療養支援機能加算  
（改定前）27単位/日→在宅復帰在宅療養支援機能加算（Ⅰ）34単位/日（基本型のみ） 
              在宅復帰在宅療養支援機能加算（Ⅱ）46単位/日（在宅強化型のみ） 

基本報酬 



※在宅復帰・在宅療養支援等指標： １０の評価項目（在宅復帰率、ベッド回転率、入所前後訪問指導割合、退所前後訪問指導割合、

居宅サービスの実施数、リハ専門職の配置割合、支援相談員の配置割合、要介護４又は５の割合、喀痰吸引の実施割合、経管栄養の

実施割合）について、各項目に応じた値を足し合わせた値（最高値：９０） 

例） 在宅復帰率の評価に応じた値：在宅復帰率が５０％超で２０、 ３０％超で１０、 ３０％以下で０ベッド回転率の評価に応じ

た値：ベッド回転率が１０％以上で２０、 ５％以上で１０、 ５％未満で０ 





介護療養型老人保健施設の基本報酬 



 新設された加算項目 
加算の内容 単位 

かかりつけ医連携薬剤調整加算 125単位/日 

排せつ支援加算 100単位/月 

褥瘡マネジメント加算 10単位/月 ※3か月に1回を限度とする 

外泊時に在宅サービスを利用したときの費用 800単位/日 

低栄養リスク改善加算 300単位/月 

再入所時栄養連携加算 400単位/回 

移行定着支援加算 93単位/日 

※各加算の概要、算定要件の詳細は厚生労働省ホームページで参照してください 



改定された加算項目 
加算の内容 改定前 改定後 

所定疾患施設療養費 305単位/日 所定疾患施設療養費（Ⅰ）235単位/日 
所定疾患施設療養費（Ⅱ）475単位/日（新設） 

口腔衛生管理加算 110単位/月 90単位/月 

身体拘束廃止未実施減算 5単位/日減算 10％/日減算 

療養食加算 18単位/日 6単位/回 



Ⅱ．通所リハビリテーション 
基本報酬 



リハビリテーションマネジメント加算 
➀医師の指示の明確化 
②リハビリテーション会議への参加方法の見直し 
③リハビリテーション計画書等のデータ提出等に  
 対する評価 
を軸として改定されています。 



新設された介護予防通所リハビリテーション  

加算の内容 単位 

リハビリテーションマネジメント加算 330単位/月 

生活行為向上リハビリテーション実施加算 3月以内 900単位/月 
3月超、6月以内 450単位/月 



新設された加算項目 

加算の内容 単位 

栄養スクリーニングに関する加算の創設 5単位/回 
※6月に1回を限度とする 

リハビリテーション提供体制加算 3時間以上4時間未満 12単位/回 
4時間以上5時間未満 16単位/回 
5時間以上6時間未満 20単位/回 
6時間以上7時間未満 24単位/回 
7時間以上       28単位/回 



  
医療と介護におけるリハビリテーション計画の様式の
見直し等 



  
介護医療院が提供する通所リハビリテーション 



Ⅲ．通所介護  

加算の内容 単位 

生活機能向上連携加算 200単位/月 
※個別機能訓練加算を算定している場合は100単位/月 

ADL維持等加算（Ⅰ） 
ADL維持等加算（Ⅱ） 

3単位/月 
6単位/月 

栄養スクリーニング加算 5単位/回 
※6月に1回を限度とする 

共生型通所介護 基本報酬 
        生活相談員配置等加算 

所定単位数に93/100を乗じた単位数 
13単位/日 



Ⅳ．訪問看護ステーションからのリハビリテーション 



Ⅴ.訪問リハビリテーション  
医師の指示の明確化 



 リハビリテーションマネージメント加算 



  
介護予防訪問リハビリテーションにおける事業所評価加算 



  
専任の常勤医師の配置の必須化 


